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凡　　例

研究業績の表記法は，つぎのとおりです。

a 学会員の配列は，五十音順です。

s 単行の著書と編書，共編著書は，書名の前に＊印を付けてあります。それ以外の論文などは，無印

です。図書中の論文及び書評については，図書名に＊印をつけてあります。

d 図書や論文などは，著者（執筆者），標題，副標題，出版者（出版社または雑誌名など），巻号，発

行年月，頁数の順に掲載しました。なお，注記と件名は，記入がなかった例もあり，不統一なので，

ここでは省略しました。

f このリストは，学会員の申告によるもので，表記法を統一したほかには，業績リスト作成事務局に

よる学会員業績の取捨選択は，行なっておりません。

★　学会員の業績リストに関するお問い合わせは，下記宛にご連絡ください。

〒194-0298  東京都町田市相原町４３４２

法政大学大原社会問題研究所内，

社会政策学会業績リスト作成事務局

（Tel.0427-83-2307,Fax.0427-83-2311）

（E-mail:oharains@mt.tama.hosei.ac.jp）

著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

相澤興一 社会保障分野での「民営化」
の推進について

週刊社会
保障

51-1926 1997.2 22～25

社会保障分野での「民営化」
の推進について

週刊社会
保障

51-1927 1997.2 22～25

秋田成就 シルバー人材センター会員の
就業中の災害と労災保険法の
適用

Ｔ市シルバー人材セン
ター事件（労働保険審
査会平８．11．６裁決）

労働判例 709 1997.4 6～11

労働争議の調整制度について 日本労働
法曹会誌

90 1997.5 7

定年延長に伴う賃金の減額を
定めた就業規則の効力

ジュリス
ト

1120 1997.10 128

*重要労働判例総覧
１９９７年版

産業総合
研究所

1997.11 65

定期検診におけるＸ線検査を
受診する職務上の業務

労働判例 724 1997.12 6



57

社会政策学会会員研究業績一覧

著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

秋田成就 書評：道幸哲也著『不当労働
行為救済法規の独自性』

経営法曹 118 1997.9 66

浅野慎一 *日本で学ぶアジア系外国人 研修生・留学生・就学
生の生活と文化変容

大学教育
出版

1997.2 xi,482

神戸の華僑の被災と相互援助
（過放編）（*神戸大学震災研
究会編『苦悶の被災生活』所
収）

神戸新聞
総合出版
センター

1997.2 94～
114

アジア人留学生・就学生の生
活と文化変容（４）

研究紀要
（神戸大
発達科学
部）

4-2 1997.3 313～
392

浅見和彦 イギリス建設業の交渉機構と
労働組合（『建設産業民主化
「政策課題」調査･報告集』所収）

1997.4 24～37

一般労働組合と組織合同の意
義

労働運動史における位
置と展望

建設一般
学習

72 1997.8 9～36

一般労働組合と組織合同の意
義

労働運動史における位
置と展望

むーぶ理
論版

23 1997.8 2～17

天野寛子 家事労働観と生活時間から見
る夫妻のジェンダ－関係－
1995年世田谷区在住雇用労働
者夫妻の調査から－

日本家政
学会誌

48-10 1997.3 851～
864

The Actual Situations of the
Division of Housework
between Husbands and Wives:
From the Viewpoint of Time
Use

日本家政
学会誌

48-3 1997.3 209～
214

荒井壽夫 フランス自動車産業における
生産組織・労働編成改革と雇
用管理（上）

９０年代の改革方向は
「ジャパナイゼーショ
ン」か？

彦根論叢
（滋賀大
学）

305 1997.1 91～
108

フランス自動車産業における
生産組織・労働編成改革と雇
用管理（下）

９０年代の改革方向は
「ジャパナイゼーショ
ン」か？

彦根論叢
（滋賀大
学）

308 1997.7 105～
133

フランス自動車産業における
労働時間の弾力化

８０年代以降における
ルノー・フラン工場の
事例

彦根論叢
（滋賀大
学）

309 1997.10 163～
185

荒谷幸江 翻訳：ジェレミー・ブレッカ
ー，ティム・コステロ著「旧
い殻の中の『新しい労働運動
か？』」（上）（戸塚秀夫と共
訳）

労働法律
旬報

1409 1997.6 38～41
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

荒谷幸江 翻訳：ジェレミー・ブレッカ
ー，ティム・コステロ著「旧
い殻の中の『新しい労働運動
か？』」（中）（戸塚秀夫と共
訳）

労働法律
旬報

1410 1997.6 60～66

翻訳：ジェレミー・ブレッカ
ー，ティム・コステロ著「旧
い殻の中の『新しい労働運動
か？』」（下）（戸塚秀夫と共
訳）

労働法律
旬報

1411 1997.7 28～32

飯田鼎 *労働運動の展開と労使関係
（飯田鼎著作集第2巻）

労使関係の国際比較 御茶の水
書房

1997.6 xxi,397

居神浩 京都府大江町における地域雇
用開発（中條毅編『京都府の
地域雇用開発』（報告書））

京都府構
造変化等
雇用対策
協議会

1997.3 57～69

戦後日本における性別役割分
業の形成過程

経済経営
論集（神
戸国際大
学）

17-1 1997.6 21～49

五十嵐仁 *徹底検証政治改革神話 労働旬報
社

1997.4 238

*日本史史料　５　現代（歴
史学研究会共編）

岩波書店 1997.4 405

「風」か「構造」か 都議選での共産党躍進 賃金と社
会保障

1207 1997.8 4～10

都議選の結果と政治構造の変
動

歴史評論 572 1997.12 92～96

村山政権成立についての当事
者の証言

大原社会
問題研究
所雑誌

460 1997.3 55～64

井口泰
Labor Market Development
and International Migration in
Japan

J a p a n
I n s t i t u t e
of Labor

1997.1 29

*国際的な人の移動と労働市
場

経済のグローバル化の
影響

日本労働
研究機構

1997.2 308

Japanese Foreign Direct
Investment and Movement of
the Highly Skilled

O E C D
W o r k i n g
Paper

1997.7 20

*欧州日系企業における研修
等による人材育成の効果に関
する研究報告書

産業研究
所

1997.3 99
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

井口泰 世界経済の変動と雇用・労働
市場（*桑原靖夫・連合総研
編『労働の未来を創る』所収）

アジアの台頭と日米欧
の戦略

第一書林 1997.12 74～
112

石井徹 解体の縁に立つ日本的労使関
係（*現代日本経済研究会編
『日本経営の現状』所収）

学文社 1997.4 243～
268

石井啓雄 *農用地の有効利用等に関す
る調査研究結果報告書（総括
編）平成８年度

地域の特性をいかした
経営化の育成と農地管
理システム

県政調査
会

1997.3 39

調査研究結果の総括（*『農
業・農地と地域社会をめぐる
後継青年の対応と意識

県政調査
会

1997.3 1～12

吉田義明著『日本型低賃金の
基礎構造』（書評）（*社会政
策叢書第21集『今日の賃金問
題』所収）

啓文社 1997.10 256～
259

農業生産法人要件緩和論の検
討

株式会社の農地取得
農業経営は容認される
べきか

経済学論
集（駒沢
大学）

28-3,4
（合併
号）

1997.3 53～
103

どうみるか－株式会社の農業
参入と農地取得

労農のな
かま（農
協労連）

1997.5 48～55

農業経営と法人化　株式会社
問題

農業と経
済　別冊
（富民協
会）

1997.5 121～
128

石井まこと 書評：基礎経済科学研究所編
『日本型企業社会と女性』

労働の科
学

52-9 1997.9 63～64

書評：熊沢誠著『能力主義と
企業社会』

労働の科
学

52-12 1997.12 84～85

書評：小池和男著『日本の雇
用システム』

労働の科
学

52-8 1997.8 62～63

企業における女性の活用・戦
力化と新規学卒女子採用

コース別雇用管理制度
を中心として

労務理論
学会年報

6 1997.4 32～41

石田成則 *自由競争時代の生命保険経
営（石田重森と共著）

東洋経済
新報社

1997.12 221

石田光男 *能率管理と報酬管理 労使関係研究の新しい
パラダイム

啓文社 1997.10 37～55

*日本のリーン生産方式 自動車企業の事例 中央経済
社

1997.5 376,13
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

石田光男 Japan:Beyond the Model for
Lean Production (*T.A.
Kochan et al., After Lean
Production）

C o r n e l l
University
Press

1997 45～60

Rethinking the Japanese
production system

評論・社
会 科 学
（同志社
大）

56 1997.1 9～17

中国の賃金・労働事情 三研究所合同シンポジ
ウム研究発表から

産業労働
（国際産
業・労働
研究セン
ター）

45 1997.1 30～41

中国における日系進出工場調
査の中間的覚え書

国際産研
（関西国
際産業関
係 研 究
所）

13 1997.3 30～64

日経連『能力主義管理』 日本労働
研究雑誌

443 1997.4 20～21

日本の労使関係 戦後の総括と今後の展
望

国際経済
労働研究
（国際経
済労働研
究所）

870 1997.5 14～24

近時の人事改革と労使関係
（*日本産業訓練協会（関西支
部）『企業における能力主義
管理の現況と今後の方向に関
する調査研究』所収）

日本産業
訓練協会

1997.3 20～34

石田好江 価格決定のしくみと物価水準
他（*水谷充一他編著『消費
者のための経済学』所収）

同文舘 1997.8 16～
21,

191～
203

乳幼児をめぐる経済と問題点
（*日本家政学会家庭経済学部
会編『２１世紀の生活経済と
生活保障』所収）

建帛社 1997.8 146～
155

保育サービスと家計行動 日本消費
経済学会
年報

19 1997.3 81～87

書評：中田照子［ほか］著
『日米のシングルマザーたち』

労働調査 339 1997.5 45～48



61

社会政策学会会員研究業績一覧

著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

泉谷眞実 農業雇用労働力需給における
地域調整機構の存立構造（*
岩崎徹編著『農業雇用と地域
労働市場――北海道農業の雇
用問題』所収）

北海道大
学図書刊
行会

1997.2 52～68

北海道における農家雇用の変
化と地域性（ *岩崎徹編著
『農業雇用と地域労働市場―
―北海道農業の雇用問題』所
収）

北海道大
学図書刊
行会

1997.2 71～95

集出荷・選果施設における雇
用労働力需給の特質（*岩崎
徹編著『農業雇用と地域労働
市場――北海道農業の雇用問
題』所収）

北海道大
学図書刊
行会

1997.2 242～
261

地域経済における農業（*臼
井晋編著『市場再編と農村コ
ミュニティ－地域変革の課題
と展望－』所収）

高文堂出
版社

1997.3 72～78

畜産・酪農におけるふん尿の
組織的な活用システムに関す
る研究（吉野宣彦と共著）

文部省科
学研究費
補 助 金
（基礎研
究Ｂ）研
究成果報
告書（初
年度）

1997.3 59

1990年代前半における集約田
畑作地域の農業構造変動（松
木靖他と共著）

北海道・端野町を対象
として

酪農学園
大学紀要
（人文・
社会科学
編）

21-2 1997.2 215～
25

農業経営の規模および部門構
成と経営継承の関連性に関す
る研究（柳村俊介他と共著）

文部省科
学研究費
補 助 金
（一般Ｃ）
研究成果
報告書

1997.3 97

伊田広行 社会保障の単位（*『二一世
紀の社会保障―戦後五〇年の
総括と展望』）

家族単位は性差別であ
る

御茶の水
書房

1997.5 45～64

*樹木の時間 もう鼻血もでねぇ！ 啓文社 1997.12 102

*セックス・性・世界観 新しい関係性を探る 法律文化
社

1997.12 207

*関西でのウーマン・リブと
フェミニズムの動向

大阪社会
運動協会

1997.7 385～
398
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

伊田広行 シングル単位視点によるパー
ト問題の検討

パート労働論・第２章 産業と経
済

11-4 1997.3 79～
106

二一世紀を創る労働法を求め
て

雇用の男女平等をどう
はかるか

社会主義
と労働運
動

21-4 1997.4 1～20

同一（価値）労働同一賃金原
則と労働組合運動

パート労働論・第３章 大阪経大
論集

48-2 1997.7 381～
432

シングル単位概念の意義 フェミニズムの説得性 大阪経大
論集

48-3 1997.9 433～
484

フェミニズムの正当性の哲学
的・思想的考察

大阪経大
論集

48-3 1997.9 255～
310

関西でのウーマン・リブとフ
ェミニズムの思想と動向

大阪経大
論集

48-4 1997.11 280～
330

一圓光彌 *社会保障論 誠信書房 1997.4 179

介護保険と費用負担 季刊労働
法

181 1997.3 38～56

書評：Falkingham & Hills
The Dynamic of Welfare The
Welfare State and the Life
Cycle

季刊社会
保障研究

33-1 1997.6 103～
109

社会保険の意義と保険者の役
割（上）

健康保険 51-8 1997.8 30～36

社会保険の意義と保険者の役
割（中）

健康保険 51-9 1997.9 30～34

イギリスにおけるＮＨＳ改革
の意義と成果

海外社会
保障情報

120（Au-
tumn
1997）

1997.9 48～58

社会保険の意義と保険者の役
割（下）

健康保険 51-10 1997.10 36～40

市原博 *炭鉱の労働社会史 日本の伝統的労働・社
会秩序と管理

多賀出版 1997.1 xi,393

生産管理システムの日本的展
開と労働者（*『社会政策学
会年報』第41集所収）

御茶の水
書房

1997.5 133～
149

The formation of labor
management in the Japanese
coal mining industry 

A social historical view 城西国際
大学紀要
（経営情
報学部）

5-1 1997.3 65～83

戦時期日本企業の朝鮮人管理
の実態

土地制度
史学

157 1997.10 17～30
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

Ito, Peng. *Single Mothers in Japan Single Mothers in an
International Context

UCL Press 1997.4 149～
178

Impact of welfare reform in
Japan since 1980

Japanese
J o u r n a l
of Social
Service

1 1997.10 99～
120

伊藤セツ 書評：原ひろ子，前田瑞枝，
大沢真理編『アジア・太平洋
地域の女性政策と女性学』

昭和女子
大学女性
文化研究
所紀要

19 1997.1 77～84

無報酬労働の概念 家庭経営
学研究

32 1997.3 3～10

アウグスト・ベーベルの女性
論再考（第３報）（資料）

昭和女子
大学大学
院生活機
構研究科
紀要

6 1997.3 67～87

国連デーとしての「国際女性
デー」の20年(1977-1997）

昭和女子
大学女性
文化研究
所紀要

20 1997.7 59～73

男女共同参画をめぐる問題と
課題

国民生活 27-12 1997.12 16～21

Social/Cultural Activities Time
as It Appears in Relation to
the Other Time Use in Life
（他２名との共同執筆）

Journal of
Home
Economics
of Japan

48-8 1997.8 669～
676

生活時間と環境配慮型消費者
行動との関係（他２名との共
同執筆）

日本家政
学会誌

48-9 1997.9 775～
782

伊藤正純 昭和５０年代の大阪の教育
（*中岡哲郎・竹中恵美子・熊
沢誠監修『大阪社会労働運動
史　第７巻』）

財団法人
大阪社会
運動協会

1997.7 104～
120

井上久子 高齢者福祉行政の変容（*追
手門学院大学経済学部創立30
周年記念論集　経済学部篇）

追手門学
院大学経
済学部

1997.3 25～43

井上雅雄 書評：富沢賢治，中川雄一郎，
柳沢敏勝編著『労働者協同組
合の新地平　社会的経済の現
代的再生』（*『社会政策学会
年報 第41集』所収）

御茶の水
書房

1997.5 173～
180

*社会変容と労働 「連合」の成立と大衆社
会の成熟

木鐸社 1997.11 412
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井上雅雄 書評：熊沢誠著『能力主義と
企業社会』

法政大学
大原社会
問題研究
所雑誌

468 1997.11 70～73

今井けい イギリスの女性参政権運動
（*ライフ・ロング・サークル
編『女性学の源流－欧州にお
ける女性解放思想と現代的課
題』所収）

ライフ・
ロング・
サークル

1997.11 47～56

上西充子 大学非進学者の学校から職業
への移行に対する支援（*調
査研究報告書No.102『欧米に
おける学校から職業への移行
期の指導援助』所収）

日本労働
研究機構

1997.11 34～43

アメリカにおける若年雇用・
訓練政策の展開

日本労働
研究雑誌

429 1995.12 50～66

人材高度化に向けた公共職業
能力開発施設の役割

日本労働
研究雑誌

444 1997.5 60～61

アメリカにおける公共職業訓
練

エンプロ
イ

14-12 1997.12 4～5

臼井英之
戦後ドイツ社会政策論とその
視座

成城大学
経済研究

136 1997.3 223～
239

埋橋孝文
Japanese - Type Welfare
Society : A New Alternative
Model or Transitory One ?

大阪産業
大学論集
社会科学
編

104 1997.2 155～
164

*An Attempt to Place Japan
on the Map of Comparative
Study

SPA NEWS
(Newsletter
of the
Social
Policy
Association
in Great
Britain)

1997.2 22～23

アメリカ所得移転システムの
特徴

海外社会
保障情報
（国立社
会保障・
人口問題
研究所）

119 1997.6 26～37

ワンペアレント・ファミリー
に対する税・社会保障給付パ
ッケージ（ジョナサン・ブラ
ッドショーと共同執筆）

20カ国国際比較を通し
て

季刊家計
経済研究
（家計経
済 研 究
所）

33 1997.1 62～75
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埋橋孝文 ワンペアレント・ファミリー
をめぐる国際的動向と公的政
策

季刊家計
経済研究
（家計経
済 研 究
所）

33 1997.1 9～19

都市のなかの家族 母子家庭聞き取り調査
から

市政研究
（大阪市
政 調 査
会）

117 1997.1 32～39

*現代福祉国家の国際比較 日本モデルの位置づけ
と展望

日本評論
社

1997.6 217

宇野裕 高齢者の医療保障と社会保険
原理

社会保険
旬報

1948 1997.5

海野博 *賃金の国際比較と労働問題
（MINERVA現代経済学叢書
15）

ミネルヴ
ァ書房

1997.12 xviii,
236

江里拓 ウェッブのナショナル・ミニ
マム論の形成過程

歴史的背景にてらして 愛知県立
大学文学
部 論 集
（社会福
祉 学 科
編）

46 1997 1～25

遠藤公嗣 今日の賃金問題 社会政策学会第９３回
研究大会を振り返って

大原社会
問題研究
所雑誌

461 1997.4 46～51

Sex and Union Member
Discrimination under the
Satei System in the Japanese
Firm

Review of
R a d i c a l
P o l i t i c a l
Economics

29-2 1997.4 26～44

人事査定制度の日本的特徴 戦後史と規制の国際比
較から

全水道 60 1997.12 4～16

遠藤昇三 現代における労働者・労働組
合像（１）

島大法学 41-3 1997.11 53～77

大塩まゆみ 老人虐待の発見と介入 その視点と考え方 滋賀文化
短期大学
研究紀要

6 1997.3 57～70

高齢者虐待・放任の概念につ
いての小論

その予防に向けて 社会福祉
研究

70 1997.10 178～
183

都市部における家族・親族に
よる高齢者虐待・放任の早期
発見と予防

高齢者の安全確保に関
する調査研究事業報告
書－高齢者虐待の実態
に関する調査研究－

（財）長
寿社会開
発センタ
ー

1997.3 159～
182
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大塩まゆみ 都市部における老人虐待の早
期発見と予防対策（共著）（*
第２回「地域保健福祉研究助
成」第４回「ボランティア活
動助成」報告集）

第 ２ 回
「地域保
健福祉研
究助成」
第 ４ 回
「ボラン
ティア活
動助成」
報告集

1997.1 231～
236

書評：Richard L. Douglass著『
Domestic Mistreatment of the
Elderly:Toward Prevention』

ソーシャ
ルワーク
研究

28-1 1997.4 85～86

大谷強 労働者自主福祉活動の展開と
労働組合（*林雄二郎編『新
しい社会セクターの可能性－
ＮＰＯと労働組合』所収）

第一書林 1997.1 119～
139

市場での対抗力をどこに求め
るか

労働経済
旬報

1576 1997.1 4～8

福祉のまちづくり条例と地方
主権の確立

大阪府箕面市の経験か
ら

産業と経
済（奈良
産 業 大
学）

11-4 1997.3 61～77

労働政策の問題点と今後の検
討課題

ジョイフ
ル・ビギ
ン（障害
者総合情
報ネット
ワーク）

8 1997.11 99～
107

福祉・保健分野における地方
分権化の問題と課題

社会福祉
研究

68 1997.4 32～38

緊急災害時の休養スタイル 阪神・淡路大震災にお
ける障害者や高齢者の
実態から

疲労と休
養の科学
（疲労研
究会）

12-1 1997.8 25～30

大森真紀 *社会政策を学ぶ人のために
（玉井金五と共編）

世界思想
社

1997.11

大和田敢太 Législation du travail au
Japon

彦根論叢
（滋賀大）

306 1997.3 1～23

L’ actualite du droit syndical
sous la crise des syndicats en
France

彦根論叢
（滋賀大）

304 1996.12 1～42

フランス労働総同盟（ＣＧＴ）
新規約について（紹介）

労働法律
旬報

1422 1997.12 36～53
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大和田敢太 フランスにおける労働運動の
高揚と団結権論の新展開

1995年大闘争と労働組
合の代表権能の位相

彦根論叢
（滋賀大）

309 1997.10 111～
132

岡伸一 先進国における不平等の拡大
（*庄司洋子ほか編『貧困・不
平等と社会福祉』所収）

有斐閣 1997.4 39～49

ギリシャ社会保障制度の構造
と特徴

経済論集
（大分大
学）

48-5/6 1997.1 63～83

小川政亮 *福祉行政と市町村障害者計
画

住民・当事者参加の施
策づくりと障害者運動
の課題

群 青 社
（発売：
星雲社）

1997.4 337

生存権運動高揚の年に あるべき福祉国家を求
めて

賃金と社
会保障

1193/
1194

（合併
号）

1997.1 4～9

国際貧困根絶紛争豊島区母子
餓死事件を契機に

季刊・労
働総研

25 1997.1 36～38

看護と人権・序論 国民医療
研究所所
報

36 1997.6 4～12

翻訳：ドイツ連邦共和国・連
邦社会扶助法（ *『社会保
障・社会福祉“改革”資料集
３』）

1997.8 677～
747

一つの医療過誤訴訟をめぐっ
て

ビタミン剤不使用がも
たらした記憶障害

国民医療
研究所所
報

38 1997.12 35～40

奥村義雄 地方都市における産業開発と
地域社会構造の変容（*『富
山県高等教育振興財団研究助
成事業報告書』）

富山県高
等教育振
興財団研
究助成事
業報告書

1997.3 1～18

小越洋之助 「日本的経営」の新展開と賃
金（*労働運動総合研究所編
『財界新戦略と賃金』所収）

新日本出
版社

1997.3 63～
102

能力・業績主義賃金のねらい
とたたかいの視点

月刊自治
労連

52 1997.7 2～7

ヨーロッパにおける早期退出
とその経路

国学院経
済学

45-1 1997.3 87～
132

農協の新人事制度と労使関係 全農の事例 国学院経
済学

45-3/4 1997.7 5～51
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小越洋之助 書評：下山房雄著『現代世界
と労働運動』

経済科学
通信

85 1997.10 78～79

押尾直志 保険事業における規制緩和政
策と共済事業の課題（*黒田
泰行編著『経済社会と保険』
所収）

保険研究
所

1997.4 199～
212

小梛治宣 ドイツ社会政策の形成に関す
る史的考察

プロイセン初期工場法
から８時間労働日制に
至るまで

経済集志
（日本大）

67-2 1997.4 161～
174

小野沢あかね 『婦女新聞』と廃娼運動（*
「婦女新聞」を読む会編『婦
女新聞と女性の近代化』所収）

不二出版 1997.6 213～
233

１９３０年代の廃娼運動 公娼廃止から性教育へ 史学雑誌 106-7 1997.7 57～77

１９９７年歴史学研究会全体
会『近代日本における“マイ
ノリティ”』批判（共著）

歴史学研
究

705 1997.12 31～34

小原哲郎 職業能力開発の三層構造と在
職者訓練の今日的要因

学際研究の理論的枠組 職業能力
開発大学
校紀要

26-B 1997.3 21～34

在職者訓練の三層構造論と今
日的基本課題の考察

産業教育
学研究

27-1 1997.1 64～71

樫原朗 イギリスの地方自治体の変遷
のなかでのコミュニティケア

経済学論
集（神戸
学院大）

28-4 1997.3 1～37

イギリスのボランタリズムと
コミュニティケア

週刊社会
保障（法
研）

51-1942 1997.6 22～26

イギリスにおけるボランタリ
ズムの展開Ⅳ

福祉の混合経済の一環
としてのボランタリズ
ムの消長と公私関係

経済学論
集（神戸
学院大）

29-1/2
（合併
号）

1997.9 1～26

公的介護保険の形成へむけて
（Ⅱ）

文研論集
（生命保
険文化研
究所）

118 1997.3 1～65

加藤佑治 深刻化する雇用・失業問題と
規制緩和論（*加藤佑治，円
山晃監修『規制緩和と雇用・
失業問題』所収）

新日本出
版社

1997.11 11～26

書評：Ｊ．リフキン著『大失
業時代』

季刊・労
働総研

25 1997.1 44～47

現代日本における失業問題と
失業統計

専修・経
済学論集

31-3 1997.3 131～
147
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加藤佑治 書評：藤本武著『アメリカ資
本主義貧困史』

労働運動 385 1997.4 41

金谷千慧子 *２１世紀の女性と仕事 キャリアも子どもも 啓文社 1997.3 71

金子ハルオ 「消費＝労働力価値形成説」
への反批判

大妻女子
大学紀要
社会情報
学研究

6 1997.12 51-73

金子光一 *ビアトリス・ウェッブの福
祉思想

ドメス出
版

1997.11 414

高齢者保健福祉政策の課題
（*柏木昭，旗野脩一編著『医
療と福祉のインテグレーショ
ン』所収）

英国の先駆的試みから
学ぶ

へるす出
版

1997.2 193～
201

千葉県における方面委員活動
の研究（１）（前田寿紀，長
谷川匡俊と共著）

淑徳大学
社会学部
研究紀要

31 1997.3 35～54

ビアトリス・ウェッブの福祉
思想の史的価値

淑徳大学
大学院研
究紀要

4 1997.3 63～74

現代社会に求められる仏教思
想

仏教福祉
（浄土宗
総合研究
所）

1 1997.3 136～
146

神尾京子 翻訳：在宅就労＝家内労働で
はたらく女性（*日本婦人団
体連合会編『婦人白書１９９
７』所収）

「職場の分散化」で変わ
る働き方

ほるぷ出
版

1997.8 94～
100

翻訳：家内労働に関するＩＬ
Ｏ条約　第１７７号（*日本
婦人団体連合会編『婦人白書
１９９７』所収）

ほるぷ出
版

1997.8 101～
103P

翻訳：家内労働に関するＩＬ
Ｏ条約　第１８４号（*日本
婦人団体連合会編『婦人白書
１９９７』所収）

ほるぷ出
版

1997.8 103～
108P

これからの女性の働き方・生
き方

働くこと・稼ぐことと
は何か

京商連婦
人部協議
会

1997.3 1～6

上掛利博 非営利組織の福祉活動と規制
緩和（*戸木田嘉久，三好正
巳編『規制緩和と労働・生活』
所収）

法律文化
社

1997.5 185～
215
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上掛利博 要介護高齢者の状況と在宅介
護支援政策（ *三富紀敬編
『欧米における高齢者在宅介
護』所収）

ノルウェー 東京都議
会議会局

1997.9 80～
120

生活協同組合がめざす福祉と
は何か（*報告書『ナショナ
ルミニマムを越えて「質の高
い」福祉を創る』所収）

くらしと
協同の研
究所

1997.10 1～5,
48～55

書評：西村周三著『医療と福
祉の経済システム』

週刊文春 39-30 1997.8 130～
131

川東英子 同一価値労働同一賃金と年功
賃金（*『社会政策叢書第21
集』）

啓文社 1997.9 175～
187

川人博 *世界人権の旅 日本評論
社

1997.2 229

*テキストブック現代の人権
第２版

日本評論
社

1997.4 278

川辺平八郎 能力主義イデオロギーの批判
（*労働運動総合研究所編『財
界新戦略と賃金』所収）

新日本出
版社

1997.3 103～
126

北明美 社会民主主義とプロナタリズ
ム（出産奨励主義）（*花園大
学人権研究室編『花園大学人
権論集４　人間をふみにじる
もの』所収）

京都法政
出版

1997.3 184～
229

ジェンダー平等（*岡沢憲芙，
宮本太郎編著『比較福祉国家
論』所収）

家族政策と労働政策の
接点

法律文化
社

1997.5 178～
204

スウェーデンにおける産業別
賃金交渉体制の形成と女性の
賃金問題

経済論叢
(京都大
学経済学
会)

160-1 1997.7 71～90

木村隆之 産業空洞化と地域雇用問題 岐阜県を事例として 季刊・労
働総研ク
ォータリ
ー

26 1997.4 44～48

高齢化社会とこれからの福祉 大垣市民
講座講演
集（岐阜
経 済 大
学）

1 1997.3 15～19

木村保茂 *現代日本の建設労働問題 学文社 1997.2 xvii,
437
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木村保茂 リストラクチャリング下の重
層下請構造と教育訓練（*建
設政策研究所，中小商工研究
所編『建設産業の現在』所収）

東信堂 1997.8 204～
218

木本喜美子 レフト・フェミニストのヨー
ロッパ・フォーラム

第11回コンファレンス
に参加して

女性労働
研究

32 1997.6 80～81

Company man makes his
family happy

Gender analysis of the
Japanese family

Hitotsubas
hi Journal
of social
Studies

29-1 1997.7 1～17

家族の現在 生活指導 39-3 1997.3 102～
109

工藤剛治 日本企業の組織革新と社会貢
献活動に関する事例研究

経済学研
究（北海
道大学）

47-1 1997.6 45～57

本業を通した社会貢献活動に
携わる組織構成員の動機づけ
と職務設計

経済学研
究（北海
道大学）

47-3 1997.12 66～78

工藤正 障害者の雇用変動と雇用構造 障害者職
業総合セ
ンター研
究 紀 要
No.6

1997.3 1～14

工藤恒夫 社会保障の政策目的として
の“生存権”保障（*中央大
学経済研究所編『社会保障
と生活最低限』（研究叢書30）
所収）

その基本的性格と内容
をめぐって

中央大学
出版部

1997.7 1～23

社会保障の目的と財政（*社
会政策学会年報第41集『２１
世紀の社会保障』所収）

御茶の水
書房

1997.5 23～44

社会保障「財政」のあり方
１

社会保障の財政原則 賃金と社
会保障

1200 1997.4 40～45

社会保障「財政」のあり方
２

社会保障制度審議会の
財源論批判

賃金と社
会保障

1206 1997.7 11～17

熊沢誠 *能力主義と企業社会 岩波書店 1997.3 vi,245

映画のなかの労働者像（*熊
沢誠，清真人，木本喜美子編
『映画マニアの社会学』所収）

明石書店 1997.9 157～
206

規制緩和で働き方はどうなる
か（*内橋克人編『経済学は
誰のためにあるのか』所収）

岩波書店 1997.7 209～
236
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

熊沢誠 ホワイトカラー職場の変貌
（*大阪社会運動協会編『大阪
社会労働運動史』第7巻所収）

有斐閣 1997.7 20～36

労働内容の性別分離をめぐっ
て

女性労働
研究

31 1997.1 64～67

能力主義管理とのつきあいか
た

社会主義
と労働運
動

21-6 1997.6 1～17

二〇世紀末の社会主義・社会
民主主義思想にとっての難問

社会主義
と労働運
動

21-7 1997.7 6～9

栗木安延 *アメリカ自動車産業の労使
関係

フォーディズムの歴史
的考察

社会評論
社

1997.11 236

*近代日本社会運動史人物大
事典（労働者運動・無産政党
分野編集執筆　全5巻）

日外アソ
シエーツ
発売：紀
伊国屋書
店

1997.11 530

フォーディズムと社会主義 月刊フォ
ーラム

9-12 1997.12 95～97

栗田明良 「農山村における医療・福祉
のあり方」に関する中山間地
域の町村アンケート調査結果
（第１報）（共著）

労働科学 73-10 1997.10 405～
434

「農山村における医療・福祉
のあり方」に関する中山間地
域の町村アンケート調査結果
（第２報）（共著）

労働科学 73-11 1997.11 461～
482

黒田慶子 書評：藤井治枝著『日本型企
業社会と女性労働　職業と家
庭の両立をめざして』

オホーツ
ク産業経
営 論 集
（東京農
業大）

7-1 1997.3 90～94

家事労働の過剰と社会化 伊田広行氏の家事労働
論への疑問

立命館大
学人文科
学研究所
紀要

69 1997.10 87～
125

黒田兼一 ポスト・フォーディズム論争
とフレキシビリティ（*坂本
清／櫻井幸男編著『現代企業
経営とフレキシビリティ』）

八千代出
版

1997.5 203～
224

桑原靖夫 労働コスト削減の限界を示し
たUPSスト

ESOP（従業員持株プラ
ン）企業で，なぜ

エコノミ
スト

75-43 1997.10 72～75
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桑原靖夫 *労働の未来を創る（連合総
合生活開発研究所と共編）

グローバル化時代の労
働組合の挑戦

第一書林 1997.12 323

高齢化と流動化の下での生活
保障システム

「安定社会」からストッ
ク社会・自己投資社会
へ

JILI
FORUM

No.7 1997.2 36～44

神代和欣 *労働経済論（基本経済学シ
リーズ 15）

八千代出
版

1997.10 xii,355

労働市場の規制緩和と雇用問
題

関西経協 51-5 1997.5 8～12

円高是正下の産業空洞化問題
（講苑）

中央労働
時報

926 1997.8 2～16

労働市場の規制緩和の方向 日本労働
研究雑誌

446 1997.7 1

労働債務と退職一時金 企業年金 216 1997.11 26～29

給与制度の新たな動向 人事（神
奈川県人
事 委 員
会）

223 1997.12 2～4

バブル崩壊の後遺症 企業年金 208 1997.4 22～23

２１世紀へ向けた労働環境整
備の方向

法律文化 1997.5 12～15

河野すみ子 医療保険改革と日本経済の構
造改革

経済科学
通信

85 1997.10 99～
105

書評：杉山章子著『占領期の
医療改革』

医療・福
祉研究

9 1997.9 164～
165

河野真 *The Welfare Mix in the Care
of Older People in Japan

1997.5 296

河野穣 *ファシズム倒壊後の自動車
産業における労使関係

第一書林 1997.3 359

Confederazione間協定，金属
機械産業労働協約，FIAT企
業協定の研究

桜美林エ
コノミッ
クス

38 1997.12 1～23

FIATにおける労使関係の研
究

桜美林大
学産業研
究所年報

16 1997.12

孝橋静子 高度経済成長期以降の女性労
働者の状態（１）

家族制度と女性労働・
社会保障との関係に関
する研究（その１８）

華頂短期
大学研究
紀要

42 1997.12 1～26
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古賀比呂志 *英国機械産業労使関係史
上巻

職業保護政策の形成と
１８５２年のロックア
ウト

御茶の水
書房

1997.10 xix,307
,7

１８５２年のロックアウトと
ＡＳＥの政策転換

早稲田政
治経済学
雑誌

330 1997.4 [33～
68]

伍賀一道 イギリスにおける雇用の弾力
化と規制緩和（*加藤佑治・
内山昂監修『規制緩和と雇
用・失業問題』所収）

新日本出
版社

1997.11 200～
216

「新・日本的経営」下の雇用
の弾力化と女性労働

女性労働
研究

32 1997.7 62～73

労働市場の規制緩和と有料職
業紹介事業

ホワイトカラーの職業
紹介を中心に

金沢大学
経済学部
論集

17-1 1997.3 41～62

労働者派遣・職業紹介事業の
規制緩和とＩＬＯ96号条約改
正問題

立命館経
済学

45-6 1997.2 3～17

深刻化した雇用と労働（*東
井正美・森岡孝二編著『現代
経済を学ぶ』所収）

ミネルヴ
ァ書房

1997.1 73～84

規制緩和と雇用・失業問題
（*戸木田嘉久・三好正巳編著
『規制緩和と労働・生活』所
収）

法律文化
社

1997.5 17～48

小林綏枝 遺伝子組み換え食品の安全性
と表示問題

農業と経
済

63-13 1997.11 37～44

小松満貴子 在宅勤務の導入と課題 雇用・労
働フォー
ラム情報

1997.7 1～10

非正規雇用にみるジェンダー
バイヤス

女性と仕
事ジャー
ナル

5 1997.8 13～15

小森良夫 国際労働運動の歴史と地域的
結集

労働運動 384 1997.3 98～
111

米国ＣＩＯの組織化運動と組
織者たち

世界の労働組合運動の
歴史的経験から

労働運動 388 1997.7 110～
122

韓国労働組合運動の現段階 季刊労働
総研

27 1997.7 33～36

小山秀夫 *高齢者ケアのマネジメント
論

厚生科学
研究所

1997.6 247



75

社会政策学会会員研究業績一覧

著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

小山秀夫 総論２　高齢者医療制度の展
開（*老人の専門医療を考え
る会編『老人医療専門マニュ
アル』所収）

厚生科学
研究所

1997.6 5～11

第１章　アセスメント（*ﾏﾘｵ
ﾝ.M.ｼｮｳ編　老人医療を考え
る会訳『高齢者ケアへの挑戦』
所収）

医学書院 1997.7 1～9

第５章　高齢者の保健・医療
サービス（*小笠原祐次，橋
本泰子，浅野仁編『高齢者福
祉』所収）

有斐閣 1997.9 95～
109

⑰ステーションの品質保証 訪問介護
と看護

2-11 1997.11 807～
810

⑯ステーションのプロセス・
ベンチマーキング

訪問介護
と看護

2-10 1997.10 732～
735

⑦ステーションの苦情処理 訪問介護
と看護

2-1 1997.1 52～55

⑧ステーションとホームヘル
パー

訪問介護
と看護

2-2 1997.2 132～
135

⑨ステーションのイメージギ
ャップ

訪問介護
と看護

2-3 1997.3 206～
209

⑮ステーションの組織 訪問介護
と看護

2-9 1997.9 655～
658

⑭ステーションの非価格競争 訪問介護
と看護

2-8 1997.8 583～
586

⑬ステーションのマーケティ
ング

訪問介護
と看護

2-7 1997.7 505～
508

⑩ステーションの法律学 訪問介護
と看護

2-4 1997.4 279～
282

⑪ステーションのノウ・ハウ 訪問介護
と看護

2-5 1997.5 358～
361

⑫ステーションのリーダーシ
ップ

訪問介護
と看護

2-6 1997.6 429～
432

求められる病院事務長の役割
と権限

病院 56-12 1997.12 1082～
1085

⑱ステーション間の関係 訪問介護
と看護

2-12 1997.12 887～
890
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在宅医療における介護保険と
マン・パワー

在宅医療
と栄養管
理

6 1997.11 2～4

医療保険とマネジメント 東京の国
保

38-452 1997.12 2～5

海外介護事情 オーストラリ
ア①

要介護の度合いを評価
する専門家集団「高齢
者アセスメントチーム」
の活躍

月刊けん
ぽ

38-2 1997.2 30

海外介護事情 オーストラリ
ア②

施設介護費用は公的給
付と約25％の自己負担
で

月刊けん
ぽ

38-3 1997.3 30

介護力強化病院，老人保健施
設，特別養護老人ホームにお
ける施設版「高齢者タイプ」
の有効性の検討（共同）

高齢者タイプ分類手法
による入院・入所者タ
イ プ 別 （ C.A.T :
Classification of Aged by
Measured Total Care）
の精神的負担感・身体
的負担感の関係

病院管理 34-1 1997.1 51～59

鼎談：訪問看護・介護と法の
運用・解釈をめぐって

訪問介護
と看護

2-7 1997.7 1～9

今野順夫 社会福祉労働と労働法 調査研究の論点 労働法律
旬報

1399-
1400

1997.1 42～47

斎藤悦子 現行家計収支統計のジェンダ
ー視点からの検討

「１９９４年全国消費実
態調査」を中心に

家庭経営
学研究

32 1997.3 60～68

坂本重雄 *社会保障改革 高齢社会の年金・医
療・介護

勁草書房 1997.5 179

公的年金立法政策の検討課題 週刊社会
保障

1962 1997.11 22～25

変わりゆく賃金処遇と雇用形
態

時局 336 1997.2 30～31

坂本悠一 筑豊石炭鉱業と被差別部落 日本資本主義と「被差
別労働」をめぐって

部落問題
研究

140 1997.8 82～
116

坂脇昭吉 *現代日本の社会保障（中原
弘二と共著）

ミネルヴ
ァ書房

1997.8 xiii,276

佐藤清 労働者代表制度と参加 フランス労使関係と企
業委員会

中央大学
経済研究
所年報

26-2 1997.3 185～
206

小山秀夫 高齢患者の安静時エネルギー
代謝の携帯用簡易熱量計を用
いた検討（共同）

栄養－評
価 と 治
療－

14-4 1997.11 27～33
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佐藤忍 書評：佐野哲『ワーカーの国
際還流』

日本労働
研究雑誌

444 1997.6 49～50

フィリピンの労働力輸出 大原社会
問題研究
所雑誌

463 1997.6 40～63

佐藤進 *介護保険法（河野正輝との
共編著）

法案に対する新たな提
案

法律文化
社

1997.9 ix,302

*高齢社会の法律（シリーズ
高齢社会とエイジング 2）

快適な老後生活を迎え
るために

早稲田大
学出版

1997.10 235

*保健医療と福祉との連携の
法政策　新訂

保健医療と福祉との連
携の政策化と介護保険
制度後の課題

信山社 1997.6

介護保険（法）制度創設と社
会保障，労使関係（法）制度
変革の課題

季刊労働
法

181 1997.3 6～23

ＥＵ７か国における失業保険
給付,社会扶助制度の現況

世界の労
働

1～5 1997.2
～6

介護保険制度と社会保障，社
会福祉政策の展望

東京の国
保

1997.5

高齢者の保健医療と一体化
オランダ

総合社会
保障

1997.1
～2

澤邊みさ子 書評：田多英範著『現代日本
社会保障論』（*社会政策叢書
第21集『今日の賃金問題』所
収）

啓文社 1997.10 201～
205

椎名恒 日本経済の構造転換と建設産
業（*建設政策研究所，中小
商工業研究所共編『建設産業
の現在』所収）

東信社 1997.8 102～
128

建設産業（*大原社会問題研
究所編『日本労働年鑑1997年
版』所収）

労働旬報
社

1997.6 160～
164

塩田咲子 *これでいいの？女性と年金 かもがわ
出版

1997.8 63

労働市場におけるジェンダー
バイアス（*国立婦人教育会
館編『女性学教育／学習ハン
ドブック』所収）

有斐閣 1997.11 39～58

社会政策とジェンダー論 二一世紀の社会政策に
向けて

労働法律
旬報

1399/
1400

1997.1 26～32
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塩田庄兵衛 *私たちの自由民権運動 新日本出
版社

1997.9 205

電力労働者の半世紀の闘い 労働運動 377～
387

1996.9～
1997.6

80

篠原健一 伊根町（与謝郡）（*労働省職
安局委託研究，（社）関西国
際産業関係研究所『京都府の
地域雇用開発：京都府内の過
疎地域における産業と雇用開
発』所収）

京都府構
造変化等
雇用対策
協議会

1997.

アメリカ自動車産業の労働と
職務編成

事例調査を中心にして 同志社ア
メリカ研
究（同志
社大学ア
メリカ研
究所）

33 1997.3 57～71

柴田嘉彦 翻訳，解説：子どもを有する
市民にたいする国家手当に関
する連邦法

日本福祉
大学研究
紀要

96 1996.12 85～98

日本の社会保障の歴史 敗戦までの歴史 日本福祉
大学研究
紀要

97 1997.8
75～
124

下田直樹 *社会保障の社会経済学 大空社 1997.11 167

福祉国家改革の基本的課題に
関する一考察

明海大学
経済学論
集

9-1 1997.5 56～67

下山房雄 *現代世界と労働運動 日本とフランス 御茶の水
書房

1997.1 xv,414,
8

レギュラシオン理論一考 労働総研
クォータ
リー

25 1997.1 19～22

書評：兵藤 著『労働の戦後
史』上・下

国労文化 457 1997.10 46～47

書評：中田進著『はたらく青
年の現状といきがい』

かながわ
総研所報

90 1997.10 27～28

規制緩和思想の歴史的位置 かながわ
総研所報

91 1997.12 1～3

「商品生産労働」「雇用労働」
を問う新たな「協同労働」の
提起

仕事の発
見

23 1997.9 20～22
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下山房雄 書評：庄谷怜子著『現代の貧
困の諸相と公的扶助』

かながわ
総研所報

88 1997.6 21～22

書評：藤本武著『アメリカ資
本主義貧困史』

かながわ
総研所報

86 1997.2 43～44

シリーズ労働運動①，②⑦，
⑫⑬，⑤⑥，⑭

「人間らしい労働と生
活」，時短闘争に取り組
む観点，産業空洞化と
民主的規制，中小企業
労働運動，労働組合運
動論，技術革新と労働
者

神奈川産
業労働調
査センタ
ー情報

2,5,6,7,9
,10

1997.1,4,
5,6,8,9

小路行彦 養成制度と熟練論 二つの産業の熟練と知
的熟練の展開について

社会科学
研究（釧
路 公 立
大）

9 1997.3 75～94

地域企業の生態 道内農器具メーカーの
経営戦略

釧路公立
大学地域
研究

5 1997.3 3～18

庄谷怜子 *高齢在日韓国・朝鮮人（中
山徹と共著）

大阪における「在日」
の生活構造と高齢福祉
の課題

御茶の水
書房

1997.2 x,496

書評：小野［ほか］著『公的
扶助実践講座①②③』

総合社会
福祉研究

12 1997.12 57～64

白井邦彦 社外人材の活用と生産システ
ムの展開（*『９０年代の生
産システム革新と人材活用』）

（財）機
械振興協
会経済研
究所

1997.5 82～92

慎英弘 *視覚障害者に接するヒント 解放出版
社

1997.4 262

*視覚障害者の暮らし一問一
答（*全国障害者解放運動連
絡会議関西ブロック編）

解放出版
社

1997.12 7～8,
30～39,
51～59

差別をなくすためには 福祉と人
間 科 学
（花園大）

8 1997.12 1～29

菅谷章 *仏教思想の根本問題 縁起と空 原書房 1997.1 281

求道者河上肇と仏教との出会
い　１

望星（東
海大学教
育 研 究
所）

28-1 1997.1
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菅谷章 求道者河上肇と仏教との出会
い　２

望星（東
海大学教
育 研 究
所）

28-2 1997.2

理想国家の原型　アショカ王
の政治志向

望星（東
海大学教
育 研 究
所）

28-12 1997.12 59～65

菅谷広宣 タイ（*田中浩編『現代世界
と福祉国家―国際比較研究』
所収）

御茶の水
書房

1997.11 816～
836

杉本龍紀 ソビエト労使関係の特質 釧路短期
大学紀要

24 1997.2 49～56

杉山清 労資統合に関わる諸学説分析 「冷戦型アメリカ的労資
統合の歴史的位置」に
寄せて

名城商学 47-3 1997.11 17～43

鈴木良始 書評：中村圭介著『日本の職
場と生産システム』

大原社会
問題研究
所雑誌

465 1997.8 58～62

硯川眞旬 *新社会福祉方法原論 ２１世紀福祉メソッド
の展開

ミネルヴ
ァ書房

1996.6 7,284

*高齢者の生活相続援助 中央法規
出版

1997.3

*仏教野外教育論 子どもの福祉を願って 八千代出
版

1997.3

一宗福祉事業展開の一考察 その７：現代日本社会
福祉政策下における展
開のあり方

仏教論叢
（浄土宗
教学院）

41 1997.3 128～
133

An introduction to Buddhist
group work

社会学部
論集（佛
教大）

30 1997.3 33～47

An in-depth review of the
human perspective in modern
society

medical care issues
considered as human
rights issues

総合研究
所 紀 要
（佛教大）

4 1997.3 177～
200

現代仏教福祉人物伝 仏教福祉
（浄土宗
総合研究
所）

1 1997.3 171～
178

清山卓郎 経済構造をどう『改革』する
か

経済 19 1997.4 10～23

９７年『通商白書』批判 ビッグ・ビジネス本位
の非現実的提言

労働運動 390 1997.9 105～
112
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清山卓郎 書評：一ノ瀬秀文著『世界と
日本をどうみるか』

経済 21 1997.6 110～
111

清山洋子 高齢者の暮らしぶりについて
（*春日市地域福祉推進計画策
定委員会編『春日市社会福祉
推進計画』所収）

春日市社
会福祉協
議会

1997.3 82～92

芹沢寿良 日本労働組合運動の１００年
と今日求められている基本的
課題

若干の提言 社会科学
論集（高
知短大）

72 1997.3 105～
154

大陽寺順一 *社会政策論の歴史と現在
（山田高生編）

千倉書房 1997.9 2,320,3

高島進 *翻訳：アーサー・グールド
著「福祉国家はどこへいくの
か－日本・イギリス・スウェ
ーデン－」

ミネルヴ
ァ書房

1997.3 ix,270

*編訳：「福祉と財政－いか
にしてイギリスは福祉需要に
財政を調整してきたか？－」

都市文化
社

1997.11 viii,308

伊勢湾台風災害と社会福祉 社会事業
史研究

25 1997.10 73～99

高島道枝 企業社会で女性は男性と平等
に働けるか

中央評論 49-1 1997.4 1～178

高田実 （研究動向）イギリス福祉国
家史研究の新しい視点

Pat Thaneの業績を中心
として

西洋史学
論集

第35号 1997.12 75～86

「非公式帝国」中国における
「ジェントルマン資本主義」
論をめぐって

熊本歴史
科学研究
会会報

48号 1997.6 1～5

翻訳：「ジェントルマン資本
主義，シティ，イギリス帝国
主義，1880―1939年」（関内
隆と共訳）

西洋史研
究

新輯第
26号

1997.11 47～64

高田亮爾 企業間取引分業関係と関係財 流通科学
大学論集
流通・経
営編

9-2 1997.3 53～66

Structural change in the
Japanese economy and
intercorporate relationships

流通科学
大学論集
流通・経
営編

10-1 1997.9 13～28

武川正吾 社会政策の視点に立つ住宅政
策（インタビュー）

年金と住
宅

1997.6 10～13
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一社会学者の見た皆保険・皆
年金

季刊社会
保障研究

33-3 1997.12 260～
271

保健・医療・福祉の総合化の
意義とその課題（*大山博・
嶺学・柴田博編著『保健・医
療・福祉の総合化を目指し
て』）

光世館 1997.11 1～28

労働の未来と福祉国家の未来
（*桑原靖夫・連合総合生活開
発研究所編『労働の未来を創
る――グローバル化時代の労
働組合の挑戦』）

第一書林 1997.12 113～
141

戦後日本における地域社会計
画の展開（*蓮見音彦・似田
貝香門・矢澤澄子編『現代都
市と地域形成――転換期とそ
の社会形態』）

東京大学
出版会

1997.1 187～
215

福祉国家の行方（ *岡沢憲
芙・宮本太郎編『比較福祉国
家論――揺らぎとオルタナテ
ィブ』）

法律文化
社

1997.5 250～
275

竹中恵美子 新しい社会運動（１９７５～
８４年）第１節　総編（*中
岡哲郎，竹中恵美子，熊沢誠
監修，大阪社会運動協会編
『大阪社会労働運動史　第7巻
低成長期・下』所収）

有斐閣 1997.7 355～
384

女性の就労はどうなるか 労働と経
営

35-8 1997.8 12～16

規制緩和の中の女性労働 ２１世紀シナリオに求
められるもの

フォーラ
ム「女性
と 労 働
21」

5-19 1997.2 6～17

ジェンダー・ニュートラルな
社会システムに向けて

女性と仕
事ジャー
ナル

5 1997.8 71～78

ジェンダーと労働 国際から民際へ：草の
根から世界をみる

（龍谷大
学）

1997.9 101～
117

武川正吾 高齢化と流動化の下での生活
保障システム

「安定社会」からストッ
ク社会・自己投資社会
へ

JILI
FORUM

7 1997.2 36～44
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田中和雄 アメリカにおける労務管理・
労使関係とフレキシビリティ
（*坂本清［ほか］編『現代企
業経営とフレキシビリティ』
所収）

八千代出
版

1997.5 297～
324

組織と管理の伝統的理論（*
岡本武昭［ほか］編『現代組
織の基本問題』所収）

八千代出
版

1997.7 3～15

田中きよむ 介護保険と措置制度をめぐる
論争に関する一考察

高知論叢
（高知大
学経済学
会）

59 1997.7 89～
127

アマルティア・センの福祉経
済思想に関する一考察

高知論叢
（高知大
学経済学
会）

60 1997.11 179～
210

玉井金五 二一世紀生活保障思想への課
題と展望（*社会政策学会年
報第41集『二一世紀の社会保
障』所収）

戦後五〇年の回顧から 御茶の水
書房

1997.5 3～21

*社会政策を学ぶ人のために
（大森真紀と共著）

世界思想
社

1997.11 x,253

２１世紀・日本・社会保障 経済学雑
誌（大阪
市立大）

98-別冊 1997.10 35～38

書評：西村豁通，竹中恵美子，
中西洋著『個人と共同体の社
会科学』（*社会政策学会年報
第41集『２１世紀の社会保障』
所収）

御茶の水
書房

1997.5 169～
173

長南仁 高度経済成長初期における労
使関係についての一考察

東邦学誌 26-1 1997.6 1～13

塚本一郎 生協の福祉サービス事業にお
けるワーカーズ・コープ（共
著）（*『第6回「生活協同組
合研究奨励助成」研究報告論
文集』）

ワーカーズ・コープ
愛コープの事例

生協総合
研究所

1997.6 145～
199

土田武史 *ドイツ医療保険制度の成立 勁草書房 1997.3 xi,261,
ix

ドイツ：危機と変容（*岡沢
憲芙，宮本太郎編『比較福祉
国家論』所収）

法律文化
社

1997.5 84～
102
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疾病金庫選択権の拡大（*医
療経済研究機構編『医療白書
1997年版』所収）

日本医療
企画

1997.10 83～86

リスク構造調整の導入（ *
『ドイツにおける医療保障構
造改革に関する研究』報告書）

（財）医
療経済研
究機構

1997.9 2～39

勤労者からみた介護保険法案
の問題点

社会保障における位置
づけ，費用負担，給付
内容

労使の焦
点

203 1997.7 3～9

ドイツ介護保険の現状と課題 要介護認定，給付，介
護施設を中心に

季刊年金
と雇用

16-2 1997.8 4～12

ドイツにおける診療報酬体系
の改革

共済新報
（共済組
合連盟）

1997.7 2～10

年金制度の課題と将来 週刊社会
保障（法
研）

1997.8 82～85

医療保険改革の課題 共済新報
（共済組
合連盟）

1997.1 16～21

医療保険制度改革の課題と展
望

厚生省の抜本改革案を
読んで

東京の国
保（東京
都国民健
康保険団
体 連 合
会）

1997.9 2～6

照内八重子 既婚女性の雇用と育児介護に
関する労働の経済学的研究

中断再就職の要因とそ
の克服策を中心に

経済学研
究（立正
大学）

3 1997.1 87～
243

既婚女性労働の労働経済学的
研究

女性労働 22 1997.9 86～92

戸木田嘉久 今日の日本資本主義と規制緩
和政策（*戸木田嘉久，三好
正巳編『規制緩和と労働・生
活』所収）

法律文化
社

1997.5 1～13

生協職員論への今日的課題
（*戸木田嘉久，三好正巳編
『生協職員論の探求』所収）

法律文化
社

1997.9 1～8

土田武史 リスク構造調整の導入（*医
療経済研究機構編『医療白書
1997年版』所収）

日本医療
企画

1997.10 61～82
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戸木田嘉久 今日の生協運動と生協職員論
の基本課題（*戸木田嘉久，
三好正巳編『生協職員論の探
求』所収）

法律文化
社

1997.9 47～79

生協労組組合運動の到達点と
生協運動への役割（*戸木田
嘉久，三好正巳編『生協職員
論の探求』所収）

法律文化
社

1997.9 267～
276

*構造的失業時代の日本資本
主義

新日本出
版社

1997.9 ix,443

独占の２１世紀戦略下の労働
者階級

労働運動 382 1997.1 38～61

戦後５０年と私の労働問題研
究

大原社会
問題研究
所雑誌

459 1997.2 65～71

戦後日本資本主義と強搾取構
造

主として『資本論』第
１巻に依拠して

経済 25 1997.10 69～86

今日の雇用確保・失業反対闘
争をめぐる若干の問題点

労働総研
ニュース

91 1997.10 2～7

書評：荻野富士夫編『治安維
持法関係資料集』

図書資料
情報（大
阪 経 法
大）

12 1997.12 6～10

戸塚秀夫 「社会条項戦略」についての
覚書（*粕谷信次編『東アジ
ア工業化ダイナミズム』所収）

法政大学
出版局

1997.3 279～
298

Some thoughts on “Asian
Social Charter”

beyond a “Social Clause
Strategy” towards a “Social
Charter Strategy ”

Bulletin(
Center for
Transnatio-
nal Labor
Studies)

3 1997.11 27～32

富沢賢治 新しい社会経済システムを求
めて（*富沢賢治，川口清史
編『非営利・協同セクターの
理論と現実』所収）

日本経済
評論社

1997.7 1～19

「社会的経済」の理論と実態
（*慶応義塾大学経済学部編
『現代の経済と消費生活’97』
所収）

コープ出
版

1997.1 199～
216

多面的な地域活動と旺盛なボ
ランティア（*日本労働者協
同組合連合会編『ＡＡＲＰの
挑戦』所収）

シーアン
ドシー出
版

1997.10 62～92



86 大原社会問題研究所雑誌　No.479／1998.10

著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

富沢賢治 書評：日本生活協同組合連合
会・生協総合研究所編著『い
ま再び欧米の生協の成功と失
敗に学ぶ』

生活協同
組合研究

256 1997.5 62～63

書評：Ｊ・モロー著『社会的
経済とは何か』

ロ バ ア
ト・オウ
エン協会
年報

21 1997.4 138～
144

協同組合とＮＰＯ 協同組合
研究

17-2 1997.12 1～11

富田義典 ＩＣ工場における労働編成と
分業

佐賀大学
経済論集

29-6 1997.3 25～67

長井偉訓 労働者派遣法の規制緩和と派
遣労働の新動向（ *加藤佑
治・内山昂監修/労働運動総
合研究所編『規制緩和と雇
用・失業問題』）

新日本出
版社

1997.11 77～94

雇用・労働市場の弾力化戦略
と日本的労使関係

労働社会
学会年報

9 1997.12 37～63

中川清 救護法の社会政策的意義 同志社大
学経済学
論叢

49-2 1997.10 1～33

書評：西村豁通［ほか］編著
『個人と共同体の社会科学』

同志社時
報

103 1997.3 98～99

中川スミ 働く女性と家族（*東井正美，
森岡孝二編著『現代経済を学
ぶ』所収）

ミネルヴ
ァ書房

1997.1 85～97

レーニンの「生産の集積」概
念について（ *野口雄一郎
［ほか］編『コンビナートと
現代産業・地域』所収）

マルクスの「集積」概
念との関連で

御茶の水
書房

1997.5 23～36

永田萬享 鉄鋼大手製鉄所における技能
者養成の現段階

福岡教育
大学紀要

46 1997.2 337～
360

翻訳：バトゥィシェフ著『職
業技術学校の改革（viii）』

福岡教育
大学紀要

46 1997.2 327～
335

鉄鋼業における技術者養成機
関の再編

鉄鋼短大から産業短大
への転換以後をめぐっ
て

産業教育
学 研 究
（日本産
業教育学
会）

27-2 1997.7 9～25

仲野（菊池）組子 合衆国の人材派遣業と雇用リ
ストラ

労務理論
学会研究
年報

6 1997.4 11～20
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仲野（菊池）組子 アメリカ合衆国の雇用増大に
おける人材派遣業の役割

日本労働
社会学会
年報

8 1997.12 135～
156

アメリカ合衆国の規制緩和と
雇用構造の変質（*労働運動
総合研究所編　加藤佑治，内
山昂監修『規制緩和と雇用・
失業問題』所収）

新日本出
版社

1997.11 153～
182

中野聡 所有参加と経営参加 イギリスにおける形成
と思想

豊橋創造
大学紀要

1-1 1997.3 129～
142

中原弘二 高齢者の生活保障（*坂脇昭
吉・中原弘二編著『現代日本
の社会保障』）

ミネルヴ
ァ書房

1997.8 23～30

日本における高齢者社会政策
の展開過程（*坂脇昭吉・中
原弘二編著『現代日本の社会
保障』）

ミネルヴ
ァ書房

1997.8 30～38

｢企業社会｣と社会保障（*坂
脇昭吉・中原弘二編著『現代
日本の社会保障』）

ミネルヴ
ァ書房

1997.8 39～55

老人福祉と医療保険の｢変質｣ 経営経済
論集（九
州国際大
学）

3-3 1997.3 47～66

永峰幸三郎 福祉サービスと公共事業の経
済波及効果の比較

特集福祉と自治体財政
の新展開

地方財務 522 1997.11 9～20

中村一浩 独ソ戦初期のナチス労働力支
援

北星学園
大学経済
学部北星
論集

34 1997.3 253～
276

中村智一郎 日本における最低賃金制の諸
問題

敬愛大学
研究論集

52 1997.6 327～
367

浪江厳 生協職員の労働組織と労働内
容（*戸木田嘉久・三好正巳
編著『生協職員論の探求』所
収）

法律文化
社

1997.9 143～
148,

157～
168

生協職員の労働時間（*戸木
田嘉久・三好正巳編著『生協
職員論の探求』所収）

法律文化
社

1997.9 197～
214

労働時間と賃金（ *東井正
美・森岡孝二編著『現代経済
を学ぶ』所収）

ミネルヴ
ァ書房

1997.1 161～
171
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

浪江厳 日本企業の雇用システムと
「終身雇用制」論

立命館経
済学

45-6 1997.2 18～38

仁科保 わが国社会保障制度の計量分
析（下）

福山大学
経済学論
集

21-1 1996.9 35～79

西成田豊 両大戦間期における在日朝鮮
人の就業構造

部落問題
研究

140 1997.8 117～
126

*在日朝鮮人の「世界」と
「帝国」国家

東京大学
出版会

1997.5 v,354,4

*Japanese Business Management
（長谷川治清と共編）

Routledge 1997.11

西村智 女性就業支援政策の効果 日仏の比較研究 関西学院
経済学研
究

28 1997.12 53～68

西村万里子 The Mechanism for Revising
the Fee Schedule in Japan

Review of
Social
Policy

6 1997.3 129～
166

ニュージーランドの医療制度
改革

ばんぶう 190 1997.4 50～55

生協の福祉サービス事業にお
けるワーカーズコープ（共著）
（*『第６回生活協同組合研究
奨励助成研究報告論文集』）

ワーカーズコープ愛コ
ープの事例

1997.6 145～
199

書評：藤井良治著『社会保障
の現代的課題』（*社会政策叢
書第21集『今日の賃金問題』
所収）

啓文社 1997.10 205～
209

医療　第Ⅱ部第５章（*玉井
金五，大森真紀編『社会政策
を学ぶ人のために』所収）

世界思想
社

1997.11 119～
143

二村一夫 *The Ashio Riot of 1907 A Social History of
Mining in Japan

Duke
University
Press

1997.11 xviii,
275

工員・職員の身分差別撤廃 日本労働
研究雑誌

443 1997.4 48～49

日韓労使関係の比較史的検討 大原社会
問題研究
所雑誌

460 1997.3 1～25

*翻訳：高野岩三郎著『明治
日本労働通信－労働組合の誕
生－』（大島清と共編訳）

労働組合の誕生 岩波書店 1997.7 540
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

野沢浩 性的迷惑行為の法情報（その
１）

いわゆるセクシュア
ル・ハラスメントの扱
い

労働科学 73-6 1997.6 239～
245

性的迷惑行為の法情報（その
２）

いわゆるセクシュア
ル・ハラスメントの扱
い

労働科学 73-7 1997.7 281～
287

性的迷惑行為の法情報（その
３）

いわゆるセクシュア
ル・ハラスメントの扱
い

労働科学 73-8 1997.8 336～
341

紛争調整システムの文献研究
（その１）

比較法的見地から 労働科学 73-5 1997.5 195～
201

紛争調整システムの文献研究
（その２）

比較法的見地から 労働科学 73-12 1997.12 512～
524

ＩＬＯ条約・勧告の概説 路面運送に関する条約
その他（その３）

世界の労
働（日本
ＩＬＯ協
会）

47-1 1997.1 30～37

ＥＣ労働時間指令と英国（そ
の２）

労働時間の考え方をめ
ぐる論争

労研維持
会資料

1498 1997.3 1～10

野村正實 *The resilience of Corporate
Japan（Christian Berggrenと
共著）

New competitive strategies
and personnel practices

Paul
Chapman
Publishing
London

1997.5 xvi,219

橋本健二 抜本的改革にはほど遠く 大学･高校入試制度の改
革

教育評論 8 月 号
臨時増
刊

1997.8 12～15

ジェンダーと階層構造 理論内在的セクシズム
の問題

教育社会
学研究

第61集 1997.1 55～76

「同･級･生」の軌跡（*犬塚先
編『新しい産業社会学』）

職業と社会階層 有斐閣 1997.4

橋元秀一 *不況地域の構造転換（共著） 日本労働
研究機構

19 54～73，
255～270，
401～415，
528～551，
615～621

*マルチプルジョブホルダー
の就業実態と労働法制上の課
題Ⅱ（共著）

日本労働
研究機構

1996.3 105～
141

*外国人労働者が就業する地
域における住民の意識と実態
（共著）

群馬県大泉町・長野県
上田市・宮城県古川市
の地域研究

日本労働
研究機構

1997.3 1～26，
29～33，
97～103
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

橋元秀一 *労働組合の魅力度を探る
（共著）

（財）日
本生産性
本部

1996.1

*労働時間の弾力化と生活の
ゆとり・健康に関する調査
（共著）

フレックスタイム制度
を中心に

東京都立
労働研究
所

1996.3

畑隆 鉄鋼業の労働と処遇 山口経済
学 雑 誌
（山口大）

45-4 1997.5 25

変貌する日本の雇用と賃金
（*社会政策叢書編集委員会編
『今日の賃金問題』(社会政策
叢書第21集)所収）

啓文社 1997.10 15～36

花田昌宣 *Syndicalisme japonais et
gestion des conflits sociaux

Presses de
Sciences

Po (Paris)

1997.1 133～
153

馬場康彦 高齢化がもたらす消費構造の
変化

ブレーン 37-11 1997.11 28～32

*現代生活経済論 真の「豊かさ」とは何
か

ミネルヴ
ァ書房

1997.4 245

早川和男 *居住福祉 岩波書店 1997.10 227

早川征一郎 *国家公務員の昇進・キャリ
ア形成

日本評論
社

1997.3 ix,386

板東慧 地域と国家概念の再検討と行
政改革

国際経済
労働研究

866 1997.1 7～14

「危機管理社会改革」実験と
しての震災からの復興

国際経済
労働研究

867 1997.2 4～5

イギリス政権交代のダイナミ
ズム

トニーブレアを選んだ
背景と可能性

国際経済
労働研究

870 1997.5-6 4～7

シンポジウム「大震災1600日
提言に向けて」（１）

国際経済
労働研究

872 1997.8 6～23

シンポジウム「大震災1600日
提言に向けて」（２）

国際経済
労働研究

873 1997.9 6～27

能力主義人事・労務管理と労
使関係をめぐる課題

国際経済
労働研究

874 1997.10 7～19

これからの労働組合運動と政
治・経済・社会

国際経済
労働研究

875 1997.11-
12

9～19
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

板東慧 「危機管理社会政策」へのア
プローチ

阪神大震災における被
害と支援の課題

大阪産業
大学論集
社会科学
編

104 1997.2 217～
238

２１世紀はアジアの時代 激動するアジアの意味
を考える④～⑦

解放教育 347-351 1997.1～
4

68～69,
90～91,
96～97,
64～65

２１世紀はアジアの時代 アジアの可能性：未来
を探る①～⑤

解放教育 352-356 1997.5～
9

92～93,
90～91,
68～69,
64～65,
64～65

久田俊夫 幸徳秋水とＩＷＷ 滞米中にＩＷＷの影響
を受けたか？

社会科学
論集（名
古屋経済
大）

60/61 1997.3 1～23

ゴンパーズの反社会主義 レッセ・フェールの労
働運動

経済経営
論集（名
古屋経済
大）

5-1 1997.6 75～85

モリー・マガイアズ事件と探
偵小説「恐怖の谷」史実と創
作

人文科学
論集（名
古屋経済
大）

59 1997.2 75～86

*モリー・マガイアズ 実録・恐怖の谷 巌松堂出
版

1997.4 256,9

久野国夫 生産力構造と産業構造（*野
口雄一郎他編『コンビナート
と現代産業・地域』）

低成長期の機械工業を
例として

御茶の水
書房

1997.4 207～
225

日野秀逸 医療生協と高齢者 特色ある健康観・医療
観と総合的取り組み

協同組合
研究

16-4 1997.6 44～54

書評：中村静治著『「資本論」
と「論語」』

経済科学
通信

84 1997.6 69～70

*研究報告書１９９５年度 安城医療生活協同組合
（韓国）の調査

日本生活
協同組合
連合会医
療部会

1997.5 129

兵藤 *労働の戦後史　上 東京大学
出版会

1997.5 540

*労働の戦後史　下 東京大学
出版会

1997.5 540
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

平石修 一般的利潤率の傾向的低下の
法則

公式と数値例 札幌学院
商経論集

13-3 1997.1 73～
100

一般的利潤率の傾向的低下の
法則と生産価格

公式と数値例 札幌学院
商経論集

14-1 1997.1 51～69

一般的利潤率の傾向的低下の
法則

カール・マルクスのデ
ィヴィド・リカードウ
に対する批判によせて

札幌学院
商経論集

14-2 1997.10 79～
106

*一般利潤率の傾向的低下の
法則

北土図書
刊行会

1997.12 292

平岡公一 サービス調整のための組織の
現状と展望（ *大山博・嶺
学・柴田博編著『保健・医
療・福祉の総合化をめざし
て』所収）

『高齢者サービス調整チ
ーム』を中心に

光生館 1997.11 111～
133

イギリスにおけるコミュニテ
ィケアと利用者権利擁護の視
点

社会福祉
研究

70 1997.10 59～65

イギリスにおけるコミュニテ
ィケアに関する研究の動向

海外社会
保障情報

121 1997.12 59～68

*福祉と医療（袖井孝子・高
橋紘士と共編）

リーディングス日本の
社会学１５

東京大学
出版会

1997.5 vi,263

平沼高 リエンジニアリング下の労務
管理と労働の変化

技術教育
研究

50 1997.8 1～7

広田寿子 女子保護撤廃は財界の歴史的
野望

前衛 687 1997.6 133～
142

女三代の百年 祖母・母・そして私 あごら 230 1997.6 114～
159

「働く母の会」熟年会員百人
の「証言」に寄せて（*働く
母の会編『働く母たちの定年』
所収）

読売・日
本テレビ
文化セン
ター

1997.3 199～
209

深澤敦 フランス労働の新展開 その特質と展望を中心
として

唯物論と
現代

19 1997.7 14～30

深沢和子 From Superannuation benefit
to state old-age pensions(*Ad
Knotter et al.(eds.) Labour,
Social Poling and the Welfare
State)

The development of trade
Unionists’ views

Stichting
be heer
IISG

1997 111～
124

福澤直樹 世紀転換期ドイツ労働者保険
の改革議論

１９１１年の帝国保険
令成立に向けて

経済科学
（名古屋
大）

44-4 1997.3 9～30
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

福島利夫 社会保障の構造と「国民負担
率」

経済研究
年報（大
阪経済法
科大学経
済 研 究
所）

16 1997.12 118～
129

福田義孝 年俸制の導入目的と導入背景 産業と経
済（奈良
産業大）

11-4 1997.3 1～17

藤井伸生 社会問題対策の財源 保育所保育に焦点をあ
てて

華頂短大
研究紀要

42 1997.12 160～
171

藤田至孝 企業内福祉と社会保障の一般
関係（*藤田至孝，塩野谷祐
一編著『企業内福祉と社会保
障』所収）

東京大学
出版会

1997.9 17～52

藤原千沙 「生活給」要求の論理 春闘以前の賃金交渉方
式の検討

経済学研
究（東京
大学）

39 1997.3 12～25

母子世帯の所得保障と児童扶
養手当

児童扶養手当制度の見
直しによせて

女性と労
働21

6-23 1997.12 6～28

家計の〈ゆとり〉と〈豊かさ〉
の諸相（*『生計費構造と生
活給賃金における労使の取り
組みに関する調査研究報告パ
ート』所収）

雇用促進
事業団，
連合総合
生活開発
研究所

1997.3 53～77

藤原直樹 西ドイツにおける経営内キャ
リア形成の可能性（５）

機械産業における現業
労働者の昇進様式

大分大学
経済論集

48-5/6 1997.3 45～62

西ドイツにおける経営内キャ
リア形成の可能性（６）

大分大学
経済論集

49-1 1997.5 29～68

西ドイツにおける経営内キャ
リア形成の可能性（７）

大分大学
経済論集

49-2 1997.7 57～83

船橋恒裕 日本の家計の医療支出の動向 コインテグレーショ
ン・アプローチによる
医療支出性向の分析

経済学論
叢（同志
社大）

49-1 1997.7 35～55

星真実 ビスマルク社会保険の成立過
程

「経済面での戦術」とし
ての側面

大学院研
究 年 報
（中央大
学）

26 1997.2 15～23

保谷六郎 ＩＬＯと日本の三者協力 世界の労
働

47-2 1997.2 26～32

Tripartite Cooperation in
Japan

聖学院大
学論叢

9-2 1997.2 111～
137
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

保谷六郎 日本の人口と２１世紀 月刊公益
法人

28-4 1997.4 2～3

行政機構と人的資源管理 聖学院大
学論叢

10-1 1997.9 111～
138

平成９年労働白書を読む 月刊税経 631 1997.9 2～6

堀内隆治 生きること・働くこと 「労働の二重性」論の現
在

思想のひ
ろば

8 1997.3 108～
124

高齢社会に関する意識調査
（1995，山口）－その2

自治研や
まぐち

27 1997.1 20～33

田主丸町のいまとこれから
（*『田主丸町誌第三巻 ムラ
とムラびと（下）』）

田主丸町 1997.3 697～
719

関門港の開発計画と機能分担
（*『関門港の課題と展望　関
門港研究（2） 関門地域研
究Vol.5』）

関門地域
共同研究
会

1997.3 1～31

消費生活協同組合・大阪の地
域生協（*中岡・竹中・熊沢
監修『大阪社会労働運動史
第七巻』）

大阪社会
運動協会

1997.7 483～
500

「福祉社会」と今日の地域福
祉政策（*坂脇・中原編『現
代日本の社会保障』）

ミネルヴ
ァ書房

1997.8 151～
186

市民活動・市民運動（下田守
と共著）（*『文献資料目録
(3)－関門地域研究Vol.6』）

関門地域
共同研究
会

1997.3 69～88

本間照光 書評：坂本重雄・山脇貞司編
著『高齢者介護の政策課題』

静岡大学
経済研究

2-1 1997.5 99～
106

団体保険と日本的経営 団体定期保険の保険金
帰属問題

保険学雑
誌（日本
保 険 学
会）

557 1997.6 19～36

これでも団体定期保険を許し
ていていいのか

エコノミ
スト（毎
日新聞）

75-22 1997.5 46～48

官民一体の無断生命保険 世界（岩
波書店）

631 1997.2 262～
263

*団体定期保険と企業社会 日本経済
評論社

1997.5 viii,253
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

牧野富夫 「春闘解体」攻撃と９７春闘
の意義

労働運動 383 1997.2 38～49

日経連「労働問題研究委員会
報告」批判

労働運動 384 1997.3 112～
121

情報化は労働をどう変えるか
（共著）

経済 23 1997.8 14～48

有機契約で職場はどうなる 労働運動 391 1997.10 81～87

歴史的転機を迎えた労働運動
の課題

労働運動 393 1997.12 48～71

*財界の新戦略と賃金 新日本出
版社

1997.3 254

銀行におけるリストラ・「合
理化」（*山田弘史，野田正穂
編『現代日本の金融』所収）

新日本出
版社

1997.3 150～
164

孫田良平 電産型賃金 日本労働
研究雑誌

443 1997.4 6～7

官庁統計のなかの労働統計 労働統計　宝の山の情
報源・材料提供者が受
益者

労働時報
（労働省）

585 1997.4 8～13

賃金体系をどう考えるか 中央労働
時報

925 1997.11 2～10

賃金の生涯生活保障（*社会
政策叢書編集委員会編『今日
の賃金問題』（社会政策叢書
第21集）所収）

コスト抑制政策として
の生活賃金保障

啓文社 1997.10 83～
104

松崎義 書評：十名直喜著『鉄鋼生産
システム　資源，技術，技能
の日本型諸相』

大原社会
問題研究
所雑誌

464 1997.7 61～64

The Formation of the Chinese
Iron and Steel Industry and
Its Technical Innovation

Journal of
Internation-
al Economic
Studies

11 1997.3 13～26

「社会主義市場経済」下の中
国・国有企業　上（紹介）

企業党組織・小社会・
労働関係

労働法律
旬報

1416 1997.9 40～47

「社会主義市場経済」下の中
国・国有企業　下（紹介）

企業党組織・小社会・
労働関係

労働法律
旬報

1417 1997.10 29～32

松溪憲雄 イギリス：サッチャー改革
（*岡沢憲芙，宮本太郎編『比
較福祉国家論』所収）

法律文化
社

1997.5 46～63
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

松丸和夫 ドイツの規制緩和と非正規雇
用（*加藤佑治・内山昂監修/
労働運動総合研究所編『規制
緩和と雇用・失業問題』）

新日本出
版社

1997.11

ドイツの「消極的」労働市場
政策と社会保障（*中央大学
経済研究所叢書『社会保障と
生活最低限』）

失業保険・失業扶助の
関係を中心に

中央大学
出版部

1997.7

松村高夫 オズボーン判決（１９０９
年）

イギリス労働史におけ
るリベラリズムとソー
シャリズム

三田学会
雑誌（慶
応 義 塾
大）

90-1 1997.4 72～88

１９４１年湖南常徳細菌作戦
（中文）

淅江学刊 105 1997.4 77～

*戦争と疾病（共著） ７３１部隊のもたらし
たもの

本の友社 1997.8 xiv,427

*歴史の事実をどう認定，ど
う教えるか（共著）

検証－７３１部隊，南
京虐殺事件，「従軍慰安
婦」

教育史料
出版会

1997.10 253

*「事実」をつかむ（共著） 歴史の報道・裁判の場
から考える

こうち書
房

1997.10 285

*論争・７３１部隊改定版
（共著）

晩声社 1997.

松村文人 *日本のリーン生産方式 自動車企業の事例 中央経済
社

1997.5 376

書評：八代充史著『大企業ホ
ワイトカラーのキャリア』

啓文社 1997.10 224～
247

真屋尚生 阪神・淡路大震災と生活保
障・地震保険（*社会政策学
会編『二一世紀の社会保障』
社会政策学会年報 第41集所
収）

御茶の水
書房

1997.5 95～
112

*翻訳：ポール・ジョンソン
著『節約と浪費－イギリスに
おける自助と互助の生活
史－』

慶応義塾
大学出版
会

1997.9 304

*保険の知識 日本経済
新聞社

1997.8 186

現代社会と社会保障（*新・
社会福祉学習双書編集委員会
編『新・社会福祉学習双書
1997 第3巻 社会保障論』所
収）

社会福祉
法人全国
社会福祉
協議会

1997.4 1～24
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

真屋尚生 21世紀の社会保障　戦後50年
の総括と展望

社会政策学会第９２回
大会を振り返って

大原社会
問題研究
所雑誌

458 1997.1 50～55

社会保障における社会的平等 医療保険と介護保険を
中心にして

週刊社会
保障

1937 1997.5 26～29

社会保障における社会的平等 医療保険と介護保険を
中心にして

週刊社会
保障

1938 1997.5 22～25

世界経済ハイライト 転換する保険業界 世界経済
ダイヤル
レポート
（日本短
波放送）

421 1997.4 24～28

保険原理と社会保険 砧保険論
集（日本
大学商学
部真屋ゼ
ミ ナ ー
ル）

11 1997.3 1～4

福祉の理論と実践 砧保険論
集（日本
大学商学
部真屋ゼ
ミ ナ ー
ル）

11 1997.3 5～7

生保を揺るがす日本版ビッグ
バン

エコノミ
スト（毎
日 新 聞
社）

75-22 1997.5 32～35

保険会社は，契約者の利益を
こそ守れ

エコノミ
スト（毎
日 新 聞
社）

75-29 1997.7 174～
177

揺らぎ始めた生命保険大国 エコノミ
スト（毎
日 新 聞
社）

75-36 1997.8 27～30

現代のヒーローと福祉的発想
１

シニアプ
ラン（シ
ニアプラ
ン開発機
構）

7-8 1997.12 21～24
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

真屋尚生 Insurance based health and
social care in Japan

Keio
Business
Review(The
Society of
Business
and
Commerce,
Keio
University)

34-2
(1996)

1997.5 11～28

三ツ石郁夫 *ドイツ地域経済の史的形成 ヴェルテンベルクの農
工結社

勁草書房 1997.2 xiii,336

嶺学 保健，医療，福祉の連携をめ
ぐる諸論点と問題解決の方向

法政大学
多摩地域
社会研究
センター
研究年報

1 1997.3 59～66

書評：サンドベルイ編著『充
実した生産方式』

法政大学
大原社会
問題研究
所雑誌

466 1997.9 59～63

報告第１０回国際労働問題シ
ンポジウムの概要

今なぜ家内労働か 世界の労
働

47-1 1997.1 38～45

*保健・医療・福祉の総合化
を目指して（大山博，柴田博
と共編著）

全国自治体調査をもと
に

光生館 1997.11 1～6

結びにかえて（*法政大学大
原社会問題研究所編『韓国労
使関係の展開と現状』所収）

総合労働
研究所

1997.3 245～
259

三宅明正 *日本史史料５現代（*歴史学
研究会と共編著）

岩波書店 1997.4 xxii,
405

*歴史と真実（中村政則と共
著）

筑摩書房 1997.11 249

宮島尚史 *就業規則論 信山社 1997.11 vii,xx,
250

*女性労働者の生命と権利 その確立と剥奪の歴史
と現状

ＩＦＣＣ
出版会

1997.12 64

ドイツにおける規制緩和労働
立法攻勢

労働法律
旬報

1404 1997.3 4～9

労働刑法における罪質と罪刑
法定主義

試論として 法学新報
（中央大）

103-4/5 1997.4 49～68

「阪神大震災」における労働
法上の諸問題

学習院大
学法学会
雑誌

32-2 1997.3 1～30
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宮島尚史 ドイツにおける労働法領域の
規制緩和と労働運動

学習院大
学法学会
雑誌

33-1 1997.9 1～53

ドイツ戦後補償の特徴 比較法史
研究（ヒ
ス ト リ
ア・ユー
リス）

6 1997.9 142～
151

保険金不払い是正 エルシー・富国生命 季刊生命
と権利

29 1997.10 13～18

木下労災・解雇裁判 旧電電公社 季刊生命
と権利

27 1997.4 10～15

宮本悟 第四共和政下におけるフラン
ス家族制度の展開

社会保障の一環として
の再編過程

大学院研
究年報経
済学研究
科（中央
大）

26 1997.2 35～44

三好正巳 社会運動における生活協同組
合の位置と役割（*戸木田嘉
久，三好正巳編『生協職員論
の探求』所収）

法律文化
社

1997.9 9～45

規制緩和と労働・生活（*戸
木田嘉久，三好正巳編『規制
緩和と労働・生活』所収）

法律文化
社

1997.5 233～
244

村串仁三郎 戦後の北海道における友子制
度

経済志林
（法政大）

65-2 1997.9 1～109

室住真麻子 イギリスにおける貨幣管理研
究

世帯内貨幣配分と貧困 帝塚山学
院短大研
究年報

45 1997.12 12～43

高齢期における生活変動と貯
蓄

生活構造の変化とリス
ク管理に関する研究

1997.3 36～55

森ます美 商社にみる性差別雇用管理の
今日的諸相

「新・日本的経営」とジ
ェンダー

経済と社
会

9 1997.6 111～
127

日本の性差別賃金とペイ・エ
クイティ（*社会政策学会年
報第41集『二一世紀の社会保
障』所収）

御茶の水
書房

1997.5 113～
132

*商社における職務の分析と
ペイ・エクイティ（ペイ・エ
クイティ研究会と共編）

ペイ・エ
クイティ
研究会

1997.3 111
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森田劭 ネオプラトニズムと宗教思想
（６）

国際学論
集（大阪
学 院 大
学）

8-1 1997.6 107～
128

ネオプラトニズムと宗教思想
（７）

国際学論
集（大阪
学 院 大
学）

8-2 1997.12 ～.

八木正 世界遺産屋久島の開発と環境 南日本文
化（鹿児
島短大）

30 1997.8 11～50

山下袈裟男 *農村地域における高齢者の
在宅支援システムの研究（共
著）

主に食生活にかかわる
ケアに関して

淑徳大学
大学院紀
要第４号

1997.3 155～
187

山田修平 公的介護保険とその課題　２ 研究紀要
（鳥取女
子短大）

35 1997.6 19～26

山田高生 *ドイツ社会政策史研究 ビスマルク失脚後の労
働者参加政策

千倉書房 1997.2 1冊

*社会政策論の歴史と現在(大
陽寺順一著)

千倉書房 1997.9 2,320,3

山田信行 国家の「相対的自立性」再考 開発国家の社会的基礎
をめぐって

ソシオロ
ジ

41-3 1997.3 55～74

書評に応えて ソシオロ
ジ

42-2 1997.11 154～
158

ネオ・コーポラティズム概念
は有効か

日本におけるその適用
可能性

日本労働
社会学会
年報

8 1997.12 113～
134

進展するジャパナイゼーショ
ン（*犬塚先編『新しい産業
社会学』所収）

日本企業の国際化 有斐閣 1997.4 29～52

世界社会論になにができるか
（*奥村隆編『社会学になにが
できるか』所収）

「内部」と「外部」の弁
証法

八千代出
版

1997.4 341～
376

山中敏裕 剰余価値論――労働分野にお
ける「規制緩和」を意識して

経済 25 1997.1 241～
255

山本潔 *「労資関係」小論集 山 本 潔
（私家版）

1997.4 193

山本興治 *従業員サイドの企業福祉ニ
ーズ（山口県労働者福祉協議
会政策研究委員会編）

県内中小企業従業員調
査結果報告書

山口県労
働者福祉
協議会

1997.3 37
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

山森亮 書評：岩田正美著『戦後社会
福祉の展開と大都市最底辺』

経済学雑
誌（大阪
市立大）

97-5/6 1997.3 111～
114

柚木理子 書評：木本喜美子『家族・ジ
ェンダー・企業社会―ジェン
ダー・アプローチの模索』

社会政策
学会年報

第41集 1997.5 180～
184

横山寿一 構造改革と民活福祉の新しい
構図

日本 賃金と社
会保障

1200 1997.4 30～39

豊かな高齢社会への視点 日本の科
学者

32-2 1997.2 5～9

石川県における医療・福祉問
題研究と政策づくり

総合社会
福祉研究

11 1997.6 29～34

高齢化と介護政策 行財政研
究

33 1997.8 8～17

高齢社会と財政構造改革 経済と社
会

10 1997.8 19～29

福祉改革と民間福祉活動 医療・福
祉研究

9 1997.8 53～54

社会保障の構造改革と規制緩
和（*戸木田嘉久，三好正巳
編『規制緩和と労働・生活』
所収）

法律文化
社

1997.5 143～
166

書評：社会保障研究所編『社
会保障の新潮流』（*社会政策
叢書編集委員会編『今日の賃
金問題』所収）

啓文社 1997.10 210～
213

*石川県高齢者福祉サービス
調査報告（その１）

連合石川
総合生活
開発研究
センター

1997.10 39

横山隆作 １９世紀末イタリアのアナー
キズム

淑徳大学
社会学部
研究紀要

31 1997.3 155～
173

吉田しおり 保健医療費と家計の消費行動 千里山経
済学（関
西大学大
学院）

30 1997.3 143～
152

イギリスの介護保険構想 けんぽれ
ん海外情
報

42 1997.8 7～10
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吉田しおり イギリスの介護保険構想 けんぽれ
ん海外情
報

43 1997.11 16～22

吉田千代 近代日本のキリスト教と社会
労働問題へのアプローチ

日鉄矯正会の機関手，
石田六次郎

キリスト
教文化研
究所紀要
（英知大
学）

12-1 1997.3 59～75

吉田誠 中小企業の労働組織における
分業と技能訓練（*斎藤毅憲
編著『組織と人的資源の経営
学』）

熟練職種への視点 税務経理
協会

1997.5 90～
105

吉田義明 日本農業と女性（*奥田暁子
編『マイノリティとしての女
性史』所収）

直系家族制農業と女性 三一書房 1997.10 271～
294

農家女性の自立化と生産構造
の改編（*全国農業協同組合
中央会編『協同組合奨励研究
報告第22集』所収）

地域農業活性化のもう
一つの要件

家の光出
版

1997.1 360～
382

脇坂明 女子労働市場（解題）（*日本
労働研究機構編『リーデｲン
グス日本の労働①　労働市場
の制度と政策』所収）

日本労働
研究機構

1997.9 213～
219

吉村臨兵 貧困線と公的扶助（*玉井金
五・大森真紀編『社会政策を
学ぶ人のために』所収）

世界思想
社

1997.11 144～
162

*女性の職業・キャリア意識
と就業行動に関する研究（調
査）（日本労働研究機構調査
研究報告書 No.99）

日本労働
研究機構

1997.4 163～
200

コース別雇用管理のポイント 臨 時 増
刊・賃金
事情

2397 1997.6 70～73

日本とドイツのパートタイマ
ーの比較

岡山大学
経済学会
雑誌

29-1 1997.6 47～76

ＢＧ・ＯＬ 日本労働
研究雑誌

443 1997.4 36～37

鷲谷徹 Measures to improve the
workload of ward nurses（共
著）

The results of a
questionnaire survey in
medical cooperative
hospitals

Journal of
Science of
Labour

73-3
(Part 2

of 
2 parts)

1997.3 1～13

*日本社会の再編成と矛盾
（共著）

大月書店 1997.3 334
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著　　　者 標　　　題 副　標　題 出 版 者 発行年月 頁数巻号

渡辺千壽子 福祉国家とジェンダーの論理 ソロ・マザーと社会政
策レジーム

佛教大学
社会学部
論集

30 1997.3

翻訳：「オランダにおける１
０代の妊娠と避妊行動」（*ヘ
クター・コレア編『望まざる
妊娠と公共政策－国際的展望
の中で－』（星雲社）所収）

シオン出
版社

1997.3 75～85

翻訳：「未婚の若い少女と母
性」（*ヘクター・コレア編
『望まざる妊娠と公共政策－
国際的展望の中で－』（星雲
社）所収）

国際比較 シオン出
版社

1997.3 99～
111

翻訳：「望まざる妊娠と公共
政策」（*ヘクター・コレア編
『望まざる妊娠と公共政策－
国際的展望の中で－』（星雲
社）所収）

チェコスロバキアの教
訓

シオン出
版社

1997.3 ?195～
216

翻訳：「ボリヴィアにおける
望まざる妊娠の結果」（*ヘク
ター・コレア編『望まざる妊
娠と公共政策－国際的展望の
中で－』（星雲社）所収）

シオン出
版社

1997.3 ?203～
216

渡辺満 イギリス1991年医療改革（2）患者憲章とコミュニテ
ィケア改革と

広島法学 21-2 1997.9 1～48

イギリス1991年医療改革（1）改革の全体像とファン
ドホールディング制度

広島法学 20-4 1997.3 19～51

現代の医療保障（ *坂脇昭
吉・中原弘二編著『現代日本
の社会保障』）

ミネルヴ
ァ書房

1997.8 115～
149

渡辺幸良 ベヴァリッジの社会政策観 中央大学
大学院研
究 所 年
報・経済
学研究科
篇

26 1997.2 89～97

社会保障の国際比較への序論 中央大学
大学院論
究・経済
学・商学
研究科編

30-1 1997.11 33～42


